
概要

Evolved Packet Core（EPC）ネットワークは、ユーザープレーンとコントロールプレーンが
P-GW、S-GW、および TDF製品の個別のノードである、コントロールユーザープレーン分離
（CUPS）ベースのアーキテクチャに向けて進化しています。ユーザープレーンとコントロー
ルプレーンが統合することで、EPCネットワーク内の他の要素に対してもノードの機能が提供
されます。ただし、ネットワークの観点から見ると、ユーザープレーンとコントロールプレー

ンを分離しておくことには多くの利点があります。たとえば、コントロールプレーンとユー

ザープレーンでそれぞれ異なる拡張をサポートできること、ユーザープレーンでセッションあ

たりにより多くのキャパシティをサポートできることなどが挙げられます。

この章では、P-GW、S-GW、および SAEGW製品のコントロールプレーン実装に関連する詳
細、コールフロー、および設定について概要を説明します。

•製品の説明（1ページ）
•サポートされる機能（3ページ）
•機能の仕組み（17ページ）

製品の説明
SAEGW-U仮想化ネットワーク機能（VNF）は、COTSハードウェアまたは ASR 5500/DPC2
シャーシ上の Cisco Ultra Services Platform（USP）でホストできます。SAEGW-Uは、同じデー
タセンター内のSAEGW-Cと同じ場所に配置したり、離れた場所にある別のデータセンターに
配置したりできます。

次に、サービスとしてのユーザープレーンのアーキテクチャの概要を示します。

概要

1



サービスとしてのユーザープレーンを説明する重要なポイント：

•ユーザープレーンはコントロールプレーンからプログラムできます。

•シングルユーザープレーンサービスは、SGW-Uタイプと P-GW-Uタイプの両方のセッ
ションに対応できます。

•ノードタイプ（SGW-Uおよび PGW-U）ごとに、2つ以上の個別のユーザープレーンサー
ビスを定義できます。

• SAEGW-Uのグループは、APNに明示的に関連付けられます。グループが関連付けられて
いない場合は、SAEGW-Cに登録されていて、設定されている SAEGW-Uグループの一部
ではないすべての登録済みユーザープレーンを含むデフォルトグループが使用されます。

•ユーザープレーンサービスは、コントロールプレーンインターフェイスの Sxサービス
と、GTP-Uパケットを受信する GTP-Uサービスに関連付けられます。

現在、各ユーザープレーンサービスは、コントロールプレーンと

インターフェイスする単一の Sxサービスにのみ関連付けられて
います。

重要

•ユーザープレーンサービスは、SaMOG、GGSN、および ePDGをサポートするように拡張
できる 4つの GTP-Uサービスに関連付けられます。

•コントロールプレーンサービスの複数のピアでは、単一のユーザープレーンサービスが
使用されます。

• IPプールとその設定を関連付けるには、APN設定が必要です。
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現在、ユーザープレーンは APNとプール設定をサポートしてい
ます。IPアドレスはコントロールプレーンから割り当てられ、
ユーザープレーンで検証されます。

重要

サポートされる機能

3GPP ULI拡張レポートのサポート
この機能拡張は、3GPP標準に従って P-GWおよびGGSNのULI関連のギャップをカバーしま
す。

S4SGSNは、S-GWを介して P-GWに ULIを報告します。P-GWは、以前に受信した ULIを使
用して ULIの変更を決定します。P-GWが変更を検出し、変更要求が PCRFからイベントトリ
ガーとして送信された場合、P-GWは PCRFに ULIを報告します。

SGSNは GGSNに ULIを報告します。GGSNは、以前に受信した ULIを使用して ULIの変更
を決定します。GGSNが変更を検出し、変更要求が PCRFからイベントトリガーとして送信さ
れた場合、GGSNは PCRFにULIを報告します。この機能は、GGSNでULIフィールドの一部
として受信した RAIの変更の検出もサポートします。

3GPP ULIレポートのサポート強化の詳細については、StarOS P-GWアドミニストレーション
ガイド [英語]の「3GPP ULI Reporting Support Enhanced」の項を参照してください。

AAAサーバーグループ
AAAサーバーグループ機能は、コンテキストまたはシステム内で Diameter/RADIUSサーバー
グループを作成および管理するために使用されます。AAAサーバーグループにより、AAA機
能のサブスクライバ/APN/レルム単位で、サーバーグループ（リスト）を管理しやすくなりま
す。

AAAサーバーグループは、非 CUPSアーキテクチャでサポートされている既存の機能です。
このリリースでは、この機能が CUPSアーキテクチャで認定されました。

AAAサーバーグループに関連する CLI設定の詳細については、『Command Line Interface

Reference』[英語]の「AAA Server Group Configuration Mode Commands」の章を参照してくださ
い。

（注）
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APN設定のサポート

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.24より前初版

CLIコマンド radius-group、cc-home behaviour 0x10 profile 2、mediation-deviceが APN設定を
サポートすることが、CUPSアーキテクチャで認定および検証済みです。

radius-group

この機能検証に基づき、CUPSアーキテクチャは、RADIUS認証およびアカウンティングサー
バーが設定された各グループで 800の RADIUSサーバーグループをサポートします。

cc-home { behavior bits | profile index }

SGSNからの課金特性（CC）が受け付けられない場合に GGSNが使用する Homeサブスクラ
イバの課金特性を設定します。CLIで設定された値は、CUPS SAEGWサービスによって優先
され、GTPP CDRレコードに適切に入力されます。

注：

• behavior bits：Homeサブスクライバの課金特性の動作ビットを指定します。ビットは、
001H～ FFFH（2進数では 0001～ 1111 1111 1111）までの任意の一意のビットに設定でき
ます。最下位ビットは B1に相当し、最上位ビットは B12に相当します。

• profile index：Homeサブスクライバの課金特性のプロファイル指数を指定します。指数
は、0～ 15までの任意の整数値に設定できます。デフォルト：8

•詳細については、『Command Line Interface Reference A-B』[英語]の「APN Configuration

Mode Commands」の章にある cc-homeコマンドを参照してください。

mediation-device [ context-name context_name ] [ delay-GTP-response ] [ no-early-PDUs ] [ no interims
] +

このコマンドおよび関連するすべてのサブセクションCLIがCUPSでサポートされます。この
CLIを使用すると、CUPS SAEGWサービスで仲介デバイスと、特定の APNに使用できるすべ
ての関連設定を使用できます。

注：

• context-name context_name：この APNの仲介 VPNコンテキストを、大文字と小文字を区
別する 1～ 79文字の英数字で設定します。指定しない場合、仲介コンテキストはサブス
クライバの接続先コンテキストと同じになります。デフォルト：サブスクライバの接続先

コンテキスト。
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• delay-GTP-response：有効にすると、仲介デバイスからアカウンティング開始応答を受信
するまで CPC応答を遅延させます。デフォルトで、ディセーブルになっています。

• no-early-pdus：仲介デバイスからGGSNアカウンティング開始要求に対する応答を受信す
るまで、システムがMSからの PDUを遅延させるように設定します。PDUはキューに追
加され、破棄されません。デフォルトで、ディセーブルになっています。

• no-interim：仲介サーバーへの中間の送信を無効にします。デフォルトで、ディセーブル
になっています。

•詳細については、『Command Line Interface Reference A-B』[英語]の「APN Configuration

Mode Commands」の章にある mediation-deviceコマンドを参照してください。

egtpinmgrの非同期コア転送のサポート
egtpinmgrの再起動中の停止時間を最適化するため、egtpinmgrの非同期コア転送のサポートが
CUPSに追加されました。

これまでは、egtpinmgrが再起動すると、まずコアダンプファイルの作成および転送を完了さ
せ、それからリカバリプロセスを開始していました。しかし、コアファイルの転送にはかなり

の時間がかかります。egtpinmgrの再起動時の停止時間は、egtpinmgrのリカバリ時間とコアファ
イル転送時間とを合算した時間でした。

非同期コア転送がCUPSでサポートされるようになったことで、リカバリプロセスに egtpinmgr
が含まれるようになります。今後は、egtpinmgrプロセスがクラッシュすると、カーネルによ
るコアダンプファイルの転送とリソースの解放を待たずにリカバリが開始されます。その結

果、egtpinmgrの再起動時の停止時間は、egtpinmgrのリカバリ時間のみに等しくなります。

この機能拡張により、egtpinmgrの再起動時の停止時間が短縮されます。停止時間は、egtpinmgr
の回復に必要な時間のみとなり、コアファイルの作成と転送にかかる時間による影響を受けな

くなります。

egtpinmgrの非同期コア転送サポートは、非 CUPSアーキテクチャでサポートされている既存
の機能です。このリリースでは、この機能が CUPSアーキテクチャで認定されました。

（注）

HDDに対する課金データレコード
課金データレコード（CDR）は、課金対象イベントに関する情報のフォーマットされたコレク
ションです。生成された GTPPアカウンティング CDRは、保管のために外部ノードに送信さ
れます。CDRは、外部ノードでサポートされている形式でファイルに書き込まれ、ハードディ
スク（HDD）に保存されます。FTPまたはSFTPプロトコルを使用して、CDRファイルをHDD
にプッシュしたり、HDDからプルしたりできます。
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バックアップなどの展開の使用例では、/hd-raid/records/の下に StarOSによって作成されたシ
ステムディレクトリを使用しないことを強く推奨します。そのようなディレクトリを使用する

と、製品の正常な機能に影響を与える可能性があります。

（注）

CDRは、非CUPSアーキテクチャでサポートされていて、CUPSアーキテクチャで認定されて
いる既存の機能です。詳細については、GTPPインターフェイス管理およびリファレンスガイ
ド [英語]の「HDD Storage」の章を参照してください。

GTP-Cパス障害の機能拡張とデバッグツールの改善
CUPSアーキテクチャでは、GTP-Cパス障害機能を最適化し、GTP-Cパス障害の問題に対する
システムのデバッグ機能を向上させるための機能拡張が追加されました。これらの機能拡張

は、オペレータとエンジニアがシステムのさまざまな側面をデバッグし、ネットワーク内の

GTP-Cパス障害の根本原因を特定するのに役立ちます。また、S5、S8、S2b、および S2aイン
ターフェイスを介したパス障害検出に影響を及ぼします。

この機能の一部として、CUPSに次の拡張機能が追加されました。

•誤ったメッセージや偽のメッセージが原因で低い値のリスタートカウンタを受信した場
合、パス障害を検出しないようにノードを設定でき、コールの損失を防げます。エコー要

求/応答メッセージや制御メッセージ要求/応答メッセージによるパス障害を無効にするオ
プションも使用できるため、パス障害の誤検出が発生した場合にコールの損失を防げま

す。

•ネットワーク内の問題の根本原因をより迅速に診断できるように、GTP-Cパス障害の統計
情報の精度が向上しました。

•ピアごとに最後の5つのパス障害に関するパス障害履歴を、ネットワーク内のパス障害の
デバッグに使用できます。

•シームレスなパス障害処理が実装されているため、冗長性イベント中のコールの損失が回
避されます。

GTP-Cパス障害の機能拡張と改善されたデバッグツールは、非CUPSアーキテクチャでサポー
トされている既存の機能です。このリリースでは、この機能はCUPSアーキテクチャで認定さ
れています。詳細については、P-GWアドミニストレーションガイド [英語]の「GTP-C Path
Failure Enhancements and Enhanced Debugging Tools」の項を参照してください。

（注）

GTPP Suppress-CDR No Zero Volume
この機能により、バイト数カウントがゼロの CDRを抑制できるため、OCGノードが CDRの
フラッディングで過負荷になることはありません。CDRは次のように分類できます。
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• Final-cdrs：これらの CDRは、コンテキストの最後に生成されます。

• Internal-trigger-cdrs：これらの CDRは、音量制限、時間制限、料金変更、または CLIコマ
ンドを使用してユーザーが生成したインテリムなどの内部トリガーによって生成されま

す。

• External-trigger-cdrs：これらのCDRは、QoS変更、RAT変更などの外部トリガーによって
生成されます。final-cdrsや internal-trigger-cdrsと見なされないすべてのトリガーは、
external-trigger-cdrsと見なされます。

カスタマーは抑制する CDRを選択できます。

次に示す CLIコマンドは、CUPSでサポートされているさまざまな CDRトリガーで CDRを抑
制するのに役立ちます。

• [ default | no ] gtpp suppress-cdrs zero-volume { external-trigger-cdr | final-cdr |
internal-trigger-cdr }

ロケーションベースの DNSおよび PCSCF IPアドレスの選択
ロケーションベースの DNSおよび P-CSCFの選択により、ロケーション情報に従って DNS
サーバーアドレスと P-CSCF IPアドレスを管理するオプションが使用可能となります。

P-GWは、トラッキングエリア識別子（TAI）によって DNSサーバーアドレスと P-CSCF IPア
ドレス情報を収集します。これは、TACベースの仮想APN（VAPN）の選択によって実現され
ます。

セッション作成でUEが PCO要求を送信すると、P-GWは受信したロケーション情報をもとに
仮想 APN（VAPN）を選択します。PCO IEを含む選択済みの VAPN（DNSサーバーアドレス
と P-CSCF IPアドレスが設定されている）がセッション作成応答で送信されます。

以下に、ロケーションベースのDNSおよび PCSCF IPアドレスの選択を有効にするための CLI
コマンドを示します。

説明コマンド

トラッキングエリアコードの範囲（0～ 65536）を指定し
ます。終了値は常に開始値より大きくなります。

Tracking-area-code-range from
<start value> to <end value>

APNのP-CSCFアドレスの優先順位を指定します。Address_
priorityは 1～ 3までの整数です。最も優先順位が高いのが
「1」です。IPv4_addressは、IPv4ドット付き 10進表記で
す。IPv6_addressは、IPv6コロン区切り 16進表記です。

P-cscf priority <priority> ip/ipv6
<IPv4/Ipv6 address>

APNの PCSCF IPアドレスを表示します。Show apn name <APN Name>

概要
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説明コマンド

Primary：APNのプライマリDNSサーバーを設定します。

Secondary：APNのセカンダリ DNSサーバーを設定しま
す。設定できるセカンダリDNSサーバーは1つのみです。

Address：IPv4ドット付き 10進表記で表記されたDNSサー
バーの IPアドレスです。デフォルト：primary = 0.0.0.0、
secondary = 0.0.0.0

dns_address：削除する DNSサーバーの IPアドレスです。
IPv4ドット付き 10進表記で表記します。

dns primary <IPv4 address>

Dns secondary <IPv4 address>

ipv6 dns primary <IPv6 address>

ipv6 dns secondary <IPv6 address>

APNの DNS IPアドレスを表示します。Show apn name <APN Name>

MPRAサポート
P-GWは、PCRFを使用するGxインターフェイスを介した Feature-List-ID 2のMultiple-Presence
Reporting Area機能のネゴシエーションをサポートします。CNO-ULI機能は、P-GWや PCRF
がMultiple-PRAをサポートしておらず、P-GWと PCRFの両方が CNO-ULIをサポートしてい
る場合にのみ機能します。

IP-CANセッションのライフタイム中にMultiple-PRA機能をサポートするために、P-GWは、
Presence-Reporting-Area-Information AVPを含む PRA-Install AVPの PCRFからのレポートエリア
要求内にあるUEプレゼンスの変更を処理します。各AVPには、Presence-Reporting-Area-Identifier
AVP内の Presence Reporting Area識別子が含まれています。

Presence Reporting Area（PRA）とMultiple-PRAの詳細については、StarOS P-GWのアドミニス
トレーションガイド [英語]の「Presence Reporting Area」の章を参照してください。

No udp-checksumのサポート
この機能は、ダウンリンクサブスクライバパケットの外部 GTPUヘッダーで udp-checksum
が無効になっている、GTPUサービスの CUPSの no udp-checksum CLIコマンドをサポートし
ます。ダウンリンクパケットがインターネットから到着すると、GTPUヘッダーがパケットの
先頭に追加され、アクセス側に送信されます。このパケットの外部 UDPレイヤの「チェック
サム」値はゼロなので、最適化が可能になり、パフォーマンススループットが向上します。

この機能を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

gtpu-service gtpu_service_name

[ no ] udp-checksum
end

概要
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showコマンドと出力

この項では、この機能をサポートするために使用可能な show CLIコマンドについて説明しま
す。

次のコマンドを使用して、GTPU UDPチェックサムが有効か無効かを確認します。

• show gtpu-service all：すべての GTPUサービスを表示します。

• show gtpu-service name service_name：特定の GTPUサービス名の情報を表示します。

QUIC IETFの導入
現在のフレームワークでは、プラグイン到達時に、フロー内のすべてのパケットに対してディー

プパケットインスペクション（DPI）が実行されます。DPIは、パケットを分析し、確定的な
パターンを抽出することによって実行されます。DPIは順番に実行され、アプリケーションの
検出とそのサブタイプの分類を行います。プラグインは、DPI後のフローを除外します。フ
ローは検出後にオフロードされます。QUIC IETFの一部として、初回のQUICハンドシェイク
パケット（Client Hello/Server Hello）はネットワーク上で暗号化されます。したがって、アプ
リケーションの検出に使用できる確定的なパターンはありません。p2pプラグインによる、検
出用 SNI（Server Name Indication）の復号と取得が新たにサポートされるようになりました。

QUIC IETFの設定

QUIC IETF復号を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service acs_service_name

p2p-detection debug-param protocol-param p2p_quic_ietf_decrypt 1

end

デフォルトでは、CLIは無効になっており、TLS復号によるパフォーマンスへの影響は最小限
です。

（注）

egtpinmgrリカバリの最適化
以前は、egtpinmgrタスクが再起動すると、回復にかなりの時間がかかったため、egtpinmgrの
回復中に SAEGWが新しいコールを受け入れられず、障害時間が長くなっていました。

ソフトウェアが拡張され、egtpinmgrリカバリの内部アルゴリズムと必要なデータ構造を最適
化することで、egtpinmgrタスクが再起動した場合のリカバリ障害期間が最適化されています。
さらに、リカバリ時間は、IMSIのセッション数ではなく、一意の IMSIの数によってのみ決ま
るようになりました。
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egtpinmgrリカバリの最適化は、非 CUPSアーキテクチャでサポートされている既存の機能で
す。このリリースでは、この機能は CUPSアーキテクチャで認定されています。

（注）

クォータホールド時間のサポート

Quota-Hold-Time（QHT）は非アクティブ期間であり、この期間が経過すると、ゲートウェイ
（Diameterクライアント）は使用状況を含む課金バケットを返し、クリーンな状態となりま
す。

QHT値は、OCSによってMultiple-Services-Credit-Control（MSCC）のカテゴリごとに提供され
ます。また、ゲートウェイには QHTのデフォルト値を設定するオプションがあります。この
オプションでは、OCSから QHT AVPが提供されていないMSCCのデフォルト QHT値を有効
にします。

QHTタイマーは、MSCCバケットごとに実行されます。実行時にパケットなしで QHTタイ
マーが切れると、3GPP仕様に従って [Reporting-Reason:QHT]として使用状況が報告されます。

OCSから CPで受信した QHT値は、CUPS仕様 3GPP TS 29.244で定義されている「Quota
Holding Time」IEで送信されます。また、Quota-Holding-Time IEを UPにプロビジョニングす
るとともに、Quota-Holding-Time SETに対応するビットを含む Reporting-Triggerが送信される
ため、QHTが終了するとレポートが実行されます。

QHT Reporting-Triggerが有効になっている Quota-Holding-Time IEを受信した UPは、非アク
ティブ期間をモニターするために URRごとのタイマーを開始します。非アクティブ期間が
QHT時間を超えると、Quota-Holding-Timeのトリガーによって UPからの使用状況レポートが
開始されます。

CPは、UPから QHTイベントを受信すると、MSCCバケットの使用状況を更新した後、OCS
への QHTレポートをトリガーします。

クォータホールド時間の設定

CUPSでクォータホールド時間を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
require active-charging
active-charging service service_name

credit-control group group_name

quota-hold-time timer_value

end

注：

• quota-hold-time：課金バケットが使用状況を報告し、クリーンな状態になるまでの非アク
ティブ期間を設定します。
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制限事項

QHT（inactivity-timer）は、通常、flow-idle timerよりも大きな値となります。flow-idle timerが
QHTよりも大きいと、QHTが経過した後もフローが存在し、[NoQuotaPending-Traffic-Treatment]
設定に従って VPPによって処理される可能性があります。

S-GWページングの機能拡張
S-GWページングには、次のシナリオが含まれます。

シナリオ 1：S-GWがMME/S4-SGSNノードにダウンリンクデータ通知（DDN）メッセージを
送信します。MME/S4-SGSNは、DDN Ackメッセージで S-GWに応答します。MME/S4-SGSN
からの DDN Ackメッセージを待つ間に、S-GWが優先順位の高いダウンリンクデータを受信
した場合、S-GWはMME/S4-SGSNに DDNを再送信しません。

シナリオ 2：DDNがMME/S4-SGSNに送信され、TAU/RAU MBRが別のMME/S4-SGSNから
受信された場合、S-GWは DDNを送信しません。

シナリオ 3：DDNがMME/S4-SGSNに送信され、[Cause]が 110のDDNAckを受信します。原
因が 110の DDN Ackは DDN障害として扱われ、標準の DDN障害アクション手順が開始され
ます。

これらのシナリオに対処するため、CUPSアーキテクチャの DDN機能に次の 2つの拡張機能
が追加されました。

• S-GWでの高優先順位 DDN

• MBR-DDNコリジョン処理

これらの拡張機能は、次をサポートします。

• S-GWおよび SAEGWでの高優先順位DDN。これにより、MME/S4-SGSNによるページン
グの優先順位付けが可能になります。

•ページング KPIおよび VoLTEサービスの拡張。

• DDNが失われないようにするための DDNメッセージとモビリティ手順。

• MBRガードタイマー。一時的な HOを含む DDN Ackを受信すると開始されます。CLIコ
マンド ddn temp-ho-rejection mbr-guard-timerが導入され、原因が 110（一時的なハンド
オーバーが進行中）の DDN Ackを受信した後、ガードタイマーによってMBRを待機で
きるようになりました。

•制御ノードの変更によってトリガーされた DDNによる TAU/RAU。

さらに、3GPP標準規格に準拠するため、ダウンリンクデータ通知メッセージおよびモビリティ
手順のサポートも強化されます。これにより、DDNメッセージとDDNをトリガーするダウン
リンクデータが失われることがなくなります。そのため、SIP Inviteデータが原因でDDNが開
始されるシナリオにおいて、ページング KPIと VoLTEの成功率が向上します。
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DDN遅延および DDNスロットリングをサポートするダウンリンクデータ通知（DDN）メッ
セージについては、このガイドの「DDN遅延および DDNスロットリングを使用した SAEGW

アイドルバッファリング」の章を参照してください。

S-GWページング拡張機能の動作、設定、モニタリング、および障害対応の詳細については、
StarOSの『S-GW Administration Guide』[英語]の「S-GW Paging Enhancements」の章を参照して
ください。

（注）

ユーザープレーンでのセッションリカバリ

クラッシュ発生時のセッションマネージャプロセスのリカバリが、新たにサポートされるよ

うになりました。回復したセッションマネージャには、直近にクラッシュしたセッションマ

ネージャプロセスの既存のサブスクライバセッションがすべて含まれます。

回復したすべてのサブスクライバセッションについて、アップリンクおよびダウンリンクの

データフローは、新たに回復したセッションマネージャプロセスで処理されます。

SRVCC PSから CSへのハンドオーバー指示および QoSクラスインデッ
クス IMSメディア設定のサポート

この機能は、音声ベアラーの削除時に PCCルールが非アクティブ化された原因を PCRFに通
知します。この通知は、PCRFが適切に追加のアクションを実行するのに役立ちます。

この機能により、SRVCCのコンプライアンスが保証されます。この機能は、音声ベアラーの
解放後の PSから CSへのハンドオーバー通知もサポートします。

LTEの SRVCCサービスを使用すると、IMSアンカー音声コールサービスにアクセスする単一
の無線ユーザー機器（UE）で、LTEネットワークから回線交換ドメインに切り替えることが
できます。1つのアクセスネットワークだけで送受信に対応している間に、UEはネットワー
クを切り替えます。SRVCCサービスにより、UEが複数の無線アクセス技術（RAT）機能を備
える必要がなくなります。

PSセッションをターゲットにハンドオーバーした後、送信元MMEは音声ベアラー（VB）を
削除します。MMEは、音声ベアラーを非アクティブ化することで VBを削除します。MME
は、S-GW/P-GWに対するVBを禁止し、ベアラー削除コマンドメッセージ（TS29.274 v9.5.0）
で Bearer Flags IEに VBフラグを設定します。

IP-CANベアラーの終了は、PSから CSへのハンドオーバーが原因で発生します。PCEFは、
PS_TO_CS_HANDOVER（TS 29.212 v10.2.0および TS 23.203 v10.3.0）の値に設定された
Rule-Failure-Code AVPを含めることによって、この IP-CANベアラーに関連する PCCルールを
報告します。

課金ルールインストール内の新しい AVP PS-to-CS-Session-Continuity（3GPPリリース 11で追
加）のサポートは、PSから CSへの連続性のベアラーサポートを示します。
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QCI IMSメディア設定のサポート

セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時の優先処理対象の IMSメディアベアラー
をマークするには、QoS Class Index（QCI）の値を指定します。

モード

Exec > Global Configuration > Context Configuration > APN Configuration

configure > context <context_name > apn <apn_name>

上記のコマンドシーケンスを入力すると、次のプロンプトが表示されます。

[context_name]host_name(config-apn)#

構文

qci value_bytes ims-media

no qci value_bytes ims-media

• no：この IMS QCI機能を無効にします。

• ims_media：セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時の優先処理対象の IMS
メディアとして分類されたベアラーにマークを付けます。

• value_bytes：QCI値を 1～ 254の整数で指定します。

（注）

使用上のガイドライン

このコマンドを使用すると、セッションリカバリおよび ICSRスイッチオーバー時に優先的に
処理する IMSメディアとして分類されたベアラーをマークするためのQCI値を指定できます。

この機能の導入には、次の前提条件が適用されます。

•専用の APNを VoLTEトラフィック用に予約する必要があります。

•この APNに接続されたコールは、VoLTEに設定された QCIに一致する専用ベアラーがな
い限り、アクティブ VoLTEとして分類されません。

•優先処理は、アクティブな VoLTEであるコールにのみ適用されます。

•この APNに接続されたGGSNコールは、VoLTEに設定された QCIに一致するネットワー
ク開始ベアラーがない限り、アクティブ VoLTEとして分類されません。

• VoLTEマーキングは、Gn-Gpハンドオフで保持されます。

CLIコマンドを使用してこの機能を有効にすると、次のアクションが実行されます。

•ベアラーの作成時

•新しいベアラー QCIが APN設定と照合されます。

概要
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• QCIが APN設定と一致する場合、ベアラーは優先処理の対象としてマークが付けら
れます。

• Flow_entriesはこの情報で変更されます（これが最初の VoLTEベアラーの場合）。

• Egtpu_sessionは、rx_setup要求中に VoLTEタグで更新されます。

•通知メッセージは、VoLTEのタグ付けについて ECSに通知します。

•ベアラーの削除時

•これが最後の VoLTEベアラーである場合、Flow_entryは VoLTE情報を使用して更新
されます。

• ECSには、指示メッセージを介して削除が通知されます。

次のコマンドは、QCIが 9の IMSベアラーの優先処理を有効にします。

qci 9 ims-media

ip hide-service-address CLIコマンドのサポート
ip hide-service-address CLIコマンドは CUPSでサポートされます。

このCLIを有効にすると、このAPNを使用するGGSNの IPアドレスがモバイルステーション
（MS）から到達不能になります。このコマンドは、APNごとに設定します。

この機能を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

apn apn_name

[ default | no ] ip hide-service-address
end

• default：モバイルステーションがこの APNを使用して GGSN IPアドレスに到達すること
を許可しません。

• no：モバイルステーションがこの APNを使用して GGSN IPアドレスに到達することを許
可します。

•このコマンドを使用して、サブスクライバがトレースルートを使って、公的領域内にあ
り、サービスに設定されているネットワークアドレスを検出しないようにします。

regardless-of-other-triggers CLIコマンドのサポート
この機能は、CUPSの CLIで regardless-of-other-triggersオプションをサポートします。
regardless-of-other-triggersオプションは、合間に発生する他の eG-CDRまたは P-GW-CDRト
リガーに関係なく、一定の時間間隔での eG-CDRまたは P-GW-CDRの生成を有効にします。
したがって、このオプションを有効にすると、他の CDRトリガーが発生しても、Time Limit
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14

概要

ip hide-service-address CLIコマンドのサポート



CDRは秒単位の [interval]ごとに動的にトリガーされます。つまり、[Time Threshold]は、前回
のしきい値時間とこの間隔の合計をもとに計算されます。このオプションは、セッションリカ

バリと ICSRをサポートします。

この機能を有効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

egcdr threshold interval interval regardless-of-other-triggers
end

新しいコールを受信すると、次の手順が実行されます。

•有効にすると、regardless-of-other-triggersの間に他の使用状況レポートがトリガーされて
もタイマーはリセットされず、設定された間隔ごとに時間しきい値に対応するセッション

使用状況レポートが生成されます。

showコマンドと出力

ここでは、この機能をサポートするために使用可能な showCLIコマンドについて説明します。

• show active-charging rulebase name name

• show active-charging rulebase all

これらの CLIコマンドの出力には、この機能をサポートする次のフィールドが含まれます。

• Interval Threshold：<seconds> (secs) Regardless of Other Triggers

デフォルトベアラーの TFT抑制

機能説明

デフォルトベアラーのTFT抑制は、UPCCUPSアーキテクチャでサポートされています。この
機能をサポートするために、次の CLIコマンドが追加されました。

• policy-control update-default-bearer

• no tft-notify-ue-def-bearer

上記のCLIコマンドを使用して、QoSおよびARPを使用せずに、またはデフォルトのベアラー
と同じ QoSおよび ARPを使用して PCRFから受信したすべての定義済みルールをデフォルト
のベアラーにバインドします。

この CLIは、シャーシ設定のすべてのルールベースに適用されます。その間またはその後に
ルールベースが変更された場合、このCLIは現在の新しいルールベースにも引き続き適用され
ます。

重要

概要
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TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの事前定義ルールの TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの TFT抑制を設定するには、次のコマンドを使用します。

configure
require active-charging
require active-charging service_name

[ default | no ] policy-control update-default-bearer
end

no policy-control update-default-bearer CLIコマンドを実行する際、charging-actionに TFT情報
が追加されていないと、システムクラッシュが発生する可能性が高くなります。

注意

デフォルトベアラーの TFT抑制の設定

デフォルトベアラーの TFT抑制を設定するには、次のコマンドを使用します。

configure
require active-charging
require active-charging service_name

rulebase rulebase_name

[ default | no ] tft-notify-ue-def-bearer
end

• default：このコマンドにデフォルト設定を設定します。

デフォルトベアラーの QoSを持つルールのみデフォルトベアラーへのバインドを無効に
し、他のルールを無視しないように指定します。ルールはそれぞれの QoSに応じて、適
切なベアラーにアタッチされます。また、UE（アクセス側）への TFT更新は抑制されま
せん。

• no：デフォルトベアラーの QoSを持つルールのデフォルトベアラーへのバインドを有効
にし、他のルールを無視するよう指定します。

QoSが指定されていない場合、ルールはデフォルトベアラーにアタッチされます。また、
デフォルトベアラーでは、UE（アクセス側）への TFT更新が抑制されます。このため、
作成される default-bearerは常に 1つのみです。

（注）

ゼロバイト EDR抑制
CLI制御機能であるゼロバイトイベントデータレコード（EDR）抑制は、フローのデータが
ない場合の EDRの作成を有効または無効にします。通常、ゼロバイト EDRは、フローに対し
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て2つの連続するEDRが生成される場合に可能です。CLIコマンドは、フローの2番目のEDR
を抑制します。

ゼロバイト EDRの抑制を有効または無効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

[ default | no ] edr suppress-zero-byte-records
end

注：

• default：デフォルト設定でこのコマンドを設定します。

デフォルト：[Disabled]。no edr suppress-zero-byte-recordsと同じ。

• no：ゼロバイト EDRの抑制を無効にします。

• edr suppress-zero-byte-records：ゼロバイト EDRを抑制します。

• show user-plane-service statistics rulebase name rulebase_name CLIコマンドの出力の「Total
zero-byte EDRs suppress」フィールドを使用して、ゼロバイト EDRが抑制されているか確
認できます。

機能の仕組み
この項では、ユーザープレーンサービスのコールフローについて説明します。

コールフロー

ここでは、CUPSアーキテクチャのユーザープレーンコールフローについて説明します。

P-GWデータセッション

ここでは、P-GWの初期接続手順について説明します。

初期接続手順（Pure P）

次のコールフローは、Pure-P PDNの初期接続手順の概要を示しています。

概要
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• P-GWはS5/S8インターフェイスでAPNを含むセッション作成要求メッセージを受信しま
す。

• P-GW-Cはデータパスを確立するために、PRD、FAR情報を使用して、Sxbインターフェ
イスから選択された P-GW-Uに向けて Sx確立要求を開始します。PGW-Cは TEID（トン
ネル識別子）の割り当てをサポートしていません。トンネル識別子はPGW-Uによって割
り当てられます。

•リソースが割り当てられると（TEIDなど）、P-GW-Uは P-GW-Cに Sx確立応答メッセー
ジを送信します。

• P-GWは、割り当てられたアドレス、TEID、および追加情報を含むCreate SessionResponse
メッセージで S-GWに応答します。

• S5/S8データプレーントンネルが確立され、PGW-Uは PDNとの間でパケットを送受信で
きます。

初期切断手順（Pure P）

次のコールフローは、Pure-P PDNの初期切断手順の概要を示しています。
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• P-GWはS5/S8インターフェイスでAPNを含むセッション作成要求メッセージを受信しま
す。

• P-GW-Cはデータパスを確立するために、PRD、FAR情報を使用して、Sxbインターフェ
イスから選択された P-GW-Uに向けて Sx確立要求を開始します。PGW-Cは TEID（トン
ネル識別子）の割り当てをサポートしていません。トンネル識別子はPGW-Uによって割
り当てられます。

•リソースが割り当てられると（TEIDなど）、P-GW-Uは P-GW-Cに Sx確立応答メッセー
ジを送信します。

• P-GWは、割り当てられたアドレス、TEID、および追加情報を含むCreate SessionResponse
メッセージで S-GWに応答します。

• S5/S8データプレーントンネルが確立され、PGW-Uは PDNとの間でパケットを送受信で
きます。

S-GWデータセッション

ここでは、S-GWの初期接続手順について説明します。

初期接続手順（Pure S）

次のコールフローは、Pure-S PDNの初期接続手順の概要を示しています。
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• S11インターフェイスで、S-GW-CはMMEから、アクセスポイント名（APN）を含むセッ
ション作成要求メッセージを受信します。

• S-GW-Cは、データパスを確立するため、選択した S-GW-Uへの Sxaインターフェイスで
PDR、FAR情報を含む Sx確立要求を開始します。このとき、S-GW-Cによる TEID（トン
ネル識別子）の割り当てはサポートされません。割り当ては S-GW-Uが行います。

• egree TEIDなどのリソース割り当て後、S-GW-UはS-GW-Cに対してSx確立応答メッセー
ジを送信します。

• S-GW-Cは、選択した P-GW-Cに対してセッション作成要求を開始します。

• P-GW-Cは、IPアドレスとデフォルトベアラー関連情報を含むセッション作成応答で応答
します。

• SGW-Cは、既存のセッションのFAR（転送アクション）情報を更新するため、SGW-Uに
対して Sx変更要求メッセージを開始します。
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• SGW-Uは、情報を更新した後、Sx変更の成功応答を返します。

• SGW-Cは、デフォルトベアラーに必要なすべての情報を含むセッション作成応答をMME
に送信します。

• MMEは、eNodeBの F-TEID情報を受信すると、SGW-Cに対するベアラー変更要求メッ
セージを開始します。

• SGW-Cは、eNodeBの F-TEIDの FAR情報を更新するため、SGW-Uに対して Sx変更要求
を開始します。

•正常に更新されると、Sx変更応答が SGW-Cに送信されます。

•今度は SGW-CがMMEに変更応答メッセージを送信して、接続手順を完了します。

• SGW-Uでは、eNodeBへの S1U側のデータトンネルと PGW-Uへの S5/S8側のデータトン
ネルが確立しました。これで SGW-Uは、PGWおよび eNodeBとの間でパケットを送受信
できます。

• S5/S8データプレーントンネルが確立され、PGW-Uは PDNとの間でパケットを送受信で
きます。

初期切断手順（Pure S）

次のコールフローは、Pure-S PDNの初期切断手順の概要を示しています。

• MMEからセッション削除要求を受信すると、SGWは SGW-Uへの Sx削除要求メッセー
ジを開始します。
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• SGW-Uは、割り当てられたすべてのユーザープレーンリソースをクリアし、CauseSuccess
とともに SGW-Cに応答します。

• SGW-Cは、セッション削除応答メッセージでMMEに応答します。

S-GWの専用ベアラーの追加、削除、および更新のサポート

機能説明

CUPSアーキテクチャでは、Pure-Sコール向けの専用ベアラーの追加、削除、および更新がサ
ポートされています。

この機能をサポートするため、次の機能が追加されています。

• SAEGW-CPは、Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成要求をサポートします。

• SAEGW-CPは、単一のベアラー作成要求で複数のベアラーコンテキストに対応できます。

• SAEGW-CPは、異なる PDNに対する複数のベアラー作成要求を並行してサポートしま
す。これらの PDNは、Pure-S PDNまたは Collapsedと Pure-Sの組み合わせです。

• SAEGW-UPは、ベアラーごとに Pure-SコールのVPPでアップリンク方向とダウンリンク
方向のベアラーストリームを作成します。各方向ごとのストリーム数は、GTP-Uサービス
の IPアドレスによって異なります。

• SAEGW-CPは、専用ベアラーを使用したアクセスベアラー解放（RAB）要求をサポート
しているため、すべてのベアラーに対応するすべての FARが変更されます。

• SAEGW-CPは、専用ベアラーを使用したベアラー変更要求（アイドルモード、接続モー
ド）をサポートします。

• SAEGW-CPは、MMEからのベアラー作成応答の障害処理をサポートします。

• SAEGW-CPおよびSAEGW-UPは、VPPを使用したデフォルトおよび専用ベアラーのDSCP
マーキングをサポートします。

• SAEGW-CPおよび SAEGW-UPは、専用ベアラーのベアラー削除要求をサポートします。
SAEGW-UPは、それらのベアラーに属するベアラーストリームと TEPエントリを削除し
ます。

• SAEGW-CPは、コールがアイドル状態の場合に Pure-S専用ベアラーの作成をサポートし
ます。

• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーの S-GW再配置（X2ベースと S1ベースの両方）を
サポートします。

• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーの更新シナリオをサポートします。

• SAEGW-CPは、セッション作成応答とともに Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成
要求のピギーバックをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー変更要求とともに Pure-Sコール専用ベアラーのベアラー作成応
答のピギーバックをサポートします。
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• P-GWが CCA-Iの一部としてベアラー作成を受信し、P-GWがピギーバック要求を送信し
ない場合、SAEGW-CPは Pure-S専用ベアラ―の作成をサポートします。この結果、セッ
ション作成応答の後にベアラー作成要求が続きます。

• SAEGW-CPは、Pure-S専用ベアラーを使用したセッションリカバリと ICSRをサポートし
ます。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成要求とベアラー削除要求（デフォルトのベアラー）のコリ
ジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成要求とセッション削除要求のコリジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成応答とベアラー削除要求（デフォルトのベアラー）のコリ
ジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、ベアラー作成応答とセッション削除要求のコリジョンをサポートします。

• SAEGW-CPは、Pure-Sのデフォルトおよび専用ベアラーを使用した終了マーカーをサポー
トします。

• SAEGW-UPは、Pure-Sのデフォルトおよび専用ベアラーを使用したセッションリカバリ
をサポートします。

• SAEGW-UPは、アイドル状態からアクティブ状態に遷移中の IPv4から IPv6へ、または
IPv6から IPv4への IPトランスポートの動作、および S1Uインターフェイスでのハンド
オーバー手順をサポートします。接続時に S1Uで選択されたトランスポートがサポート
されます。たとえば、IPv4 eNodeBから IPv6 eNodeBへの eNodeハンドオーバーが該当し
ます。

• SAEGW-CPは、原因が Partially Acceptedおよび Context Not Foundの CBRspをサポートし
ます。

• SAEGW-CPは Pure-Sコールのダウンリンク方向のデータ通知をサポートしているため、
UEが Pure-Sコールでアイドル状態に遷移すると、FARアクションはバッファに設定され
ます。

• SAEGW-CPは、原因が PARTIALLY_ACCEPTEDでコンテキストが見つからない場合のベ
アラー更新応答をサポートします。

• SAEGW-CPは、ユーザープレーンノードを含む他のピアノードからのエラー処理と障害
処理をサポートします。

制限事項

Pure-Sコールの場合、アイドルセッションタイムアウトはサポートされていません。

Collapsedコールのサポート

次のコールフローは、UEが開始した Collapsed PDNの切断手順の概要を示しています。
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初期接続手順（Collapsed PDN）

次のコールフローは、Collapsed PDNの初期接続手順の概要を示しています。

1. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gxインタラクション後、Gx通信（CCR-Iおよび CCA-I）を実行します。

• IPプール（IPプールに関連付けられたAPN）を使用して設定されたuser-plane-profile
に基づいてユーザープレーンを選択します。

• GTP-Uセッションを確立します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合、RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンと Sxabのインタラクションを実行します。

2. Sx確立要求には、次の情報が含まれます。
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• S-GWアップリンクおよびダウンリンクデータパス（Sxaタイプ PDR）の Create
PDR/FAR情報。

•アップリンクおよびダウンリンクデータパス（SxbタイプPDR）のCreatePDR/FAR/URR
情報。ダイナミック/事前定義/静的ルールの場合。

• RA/RS（Sxbタイプ PDR）の Create PDR/FAR：IPv6/IPv4v6 PDNタイプに必要。

•さらに、次の目的で F-TEIDを割り当てるように、コントロールプレーンがユーザー
プレーンに要求します。

• S-GW入力「S1-U S-GW F-TEID」

• S-GW出力「S5/S8-U S-GW F-TEID」

• P-GW入力 PDR「S5/S8-U P-GW F-TEID」

3. ユーザープレーンは、Sxセッション確立応答の一部として次の情報を提供します。

•作成された PDR：S-GW入力 PDR「S1-U S-GW F-TEID」

•作成された PDR：S-GW出力 PDR「S5/S8-U S-GW F-TEID」

•作成された PDR：P-GW入力 PDR「S5/S8-U P-GW F-TEID」

4. 正常な Sxセッション確立応答を受信すると、コントロールプレーンは次の情報を使用し
て Sx変更要求をトリガーします。

•「S5/S8-U S-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づいて「Outer Header Removal」を使
用して P-GW（Sxb）の「アップリンク PDR」を更新

•「Outer Header Creation」を「S5/S8-U S-GW F-TEID」として P-GW（Sxb）の「ダウン
リンク FAR」を更新

•「Outer Header Creation」を「S5/S8-U P-GW F-TEID」として S-GW（Sxa）の「アップ
リンク FAR」を更新

•「S5/S8-U P-GWF-TEID」の IPアドレス情報に基づいて「Outer Header Removal」を使
用して S-GW（Sxa）の「ダウンリンクPDR」を更新

5. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-Cは「S1-US-GWF-TEID」および「S5/S8-U
P-GW F-TEID」を使用してセッション作成応答をMMEに送信します。

6. ベアラー変更要求（MBR）を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Sxセッション変更要求のトリガー：

•「Outer Header Creation」を「S1 eNodeB F-TEID」としてダウンリンク FARを更
新します。

•「S1 eNodeB F-TEID」の IPアドレス情報に基づいて、「Outer Header Removal」
を使用してアップリンク PDRを更新します。
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7. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-SGW-Cは「S1-U S-GW F-TEID」を使用し
てMBRを送信します。

初回接続解除手順（Collapsedコール）

切断手順（Collapsed）：UE開始

次のコールフローは、UEが開始した Collapsed PDNの切断手順の概要を示しています。

1. セッション削除要求を受信すると、SAEGW-CはSxabインタラクションを実行し、アップ
リンクとダウンリンクの両方のデータパスに対する Apply Actionを「DROP」として FAR
を更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-CはMMEにセッション削除応答を送信し
ます。

3. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。
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接続解除手順（Collapsed）：ネットワーク開始

次のコールフローは、ネットワークが開始した Collapsed PDNの接続解除手順の概要を示して
います。

1. ベアラー削除要求（RARにより開始されたもの、または clear sub all CLIによるもの）を
受信すると、SAEGW-CはSxabインタラクションを実行し、アップリンクとダウンリンク
の両方のデータパスに対する適用アクションを「DROP」にして FARを更新します。

2. Sxセッション変更応答を受信すると、SAEGW-CはMMEにベアラー削除要求を送信しま
す。

3. CUPS SAEGW Collapsedコールの場合、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• GTP-Uセッションを削除します（IPv6/IPv4v6 PDNの場合は RA/RSに必要）。

•選択したユーザープレーンとの Sxabインタラクションを実行します。

4. Sxセッション削除応答を受信すると、SAEGW-Cで次の処理が実行されます。

• Gx通信（CCR-Tおよび CCA-T）を実行します。

•受信した URR情報に基づいて CDR（Gz）を生成します。

Gyインターフェイスを使用した P-GWセッションレポート

ここでは、Gyインターフェイスを使用したP-GWセッションのレポートについて説明します。
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セッション確立要求での URRサポート

•ユーザープレーンモジュールは、セッション確立要求の一部として受信した URRのリス
トの保存をサポートします。

•各 PDRは、1つ以上の URRに関連付けられます。

•特定の URRが別の URRにリンクされます。

•各URRには、測定方法（時間またはボリューム）と、ユーザープレーンが使用状況レポー
トを送信する必要があるイベントを示すレポートトリガーが含まれています。

• URRには、Gy-URRのボリュームクォータとボリュームしきい値の両方が存在します。

セッション削除応答

ユーザープレーンから送信されるこのメッセージは、コントロールプレーンからのセッション

削除要求への応答です。このメッセージにより、ユーザープレーンで Sxセッションが終了し
ます。使用状況レポートは、Sxセッション削除応答の一部として含まれています。

セッションレポート要求および応答メッセージ

要求メッセージ

•時間またはボリュームのしきい値制限に達すると、ユーザープレーンは Sxセッションレ
ポート要求メッセージを生成して、コントロールプレーンに送信します。

•このメッセージには、使用状況レポートトリガーで指定された、メッセージの生成理由を
示す使用状況レポートが含まれます。

•さらに、使用状況レポートには、時間またはボリュームの測定値が含まれます。
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•セッションレポート要求が生成されているURRに他のURRがリンクされている場合、リ
ンクされている URRに対してもセッションレポート要求が生成されます。このリリース
では、Gy-URRはいずれの URRともリンクされていません。

応答メッセージ

コントロールプレーンからの応答メッセージは、原因コードを含むセッションレポート要求

メッセージが正常に配信されたことを示します。現在、障害の原因を受信した場合に実行され

る特定の障害処理はありません。

Gyのサーバー到達不能サポート

オンライン課金システム（OCS）で発生した問題、またはポリシー/課金適用機能（PCEF）と
OCS間の接続で発生した問題を解決するため、コントロールプレーン（CP）で Gyインター
フェイスに対するServer-Unreachable（SU）メカニズムが設定されます。SU設定により、障害
発生後でもセッションを継続できるようになります。そのためのオプションとして、セッショ

ンがオフラインに変換されるまたは終了されるまでの暫定クォータ（ボリュームや時間）と

サーバー再試行回数を設定できます。

新しい使用状況レポートルール（URR）バケットが作成されます。このバケットには、Gyセッ
ションが SU状態になったときの SUクォータが含まれます。新しい URRの IDは、SU URR
が割り当てられると動的に生成されます。

CUPSユーザープレーン（UP）ノードでは、既存の Vector Packet Processor（VPP）ストリーム
が新しい LCレコードによって変更されます。このレコードには、更新された SU URRバケッ
トと既存の課金バケットが含まれます。

VPPストリームが SU状態の場合、GyURRと SU URRの 2つのクォータ行を使用できます。
GyURRが [linked-usage-reporting]トリガーが設定された状態で SU状態になった場合、SUURR
のクォータ行は VPPストリームにリンクされます。

ここでは、CUPSにおける SUコールフローについて説明します。
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説明ステップ

PGW-Uは、[Time andVolume]または [Quota and Threshold]などの内部トリガーにより、
URR1（RG-1）を含むSxセッションレポート要求メッセージをPGW-Cに送信します。

1

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答メッセージを PGW-Uに送信しま
す。

2

PGW-Cは、プライマリOCSとセカンダリOCSの両方にCCR更新（CCR-U）要求メッ
セージを送信します。

3

プライマリ OCSとセカンダリ OCSの両方で CCR-U要求メッセージが失敗すると、Gy
セッションは SU状態になります。Gyセッションの SU URRが作成され、関連する
PDRにリンクされます。PGW-Cは、UpdatePDRを含むSxセッション変更要求メッセー
ジを PGW-Uに送信します。UpdatePDRの PDR URRリストには Gy SU URRが含まれ
ます。

4

PGW-Uは、両方のGyバケット（URR1とGy SUURR1）の使用状況の更新を開始し、
Sxセッション変更応答メッセージを PGW-Cに送信します。

5

Gy URRバケットがクォータを使い切ると、PGW-Uは URR2（RG-2）を含む別の Sx
セッションレポート要求メッセージを PGW-Cに送信します。

6

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答メッセージを PGW-Uに送信しま
す。

7

PGW-Cは、UpdatePDRおよび Update RR2を含む Sxセッション変更要求メッセージを
PGW-Uに送信します。UpdatePDRには、URR2と Gy SU URRの両方を含む変更済み
URRリストが含まれます。

8

PGW-Uは Sxセッション変更応答メッセージを PGW-Cに送信します。9

Gy SU URRクォータを使い切ると、PGW-Uは、URR1（RG-1）および URR2（RG-2）
を含む Sxセッションレポート要求メッセージを PGW-Cに送信します。

10

PGW-Cは要求を確認し、Sxセッションレポート応答を送信します。11

PGW-Cは、SUの再試行後に CCR更新（CCR-U）要求メッセージを OCSに送信しま
す。

12

OCSは、[Result-Code]が 2001の CCA更新応答メッセージを送信します。13

PGW-Cは、URR1（RG-1）、URR2（RG-2）、および UpdatePDR（Gy SU URRなし）
を含む Sx変更要求メッセージを PGW-Uに送信します。

14

CUPSにおける新しい動作

CUPSの新たな SUメカニズムは次のとおりです。

•非CUPSアーキテクチャでは、単一のノード（P-GW）によってGyセッション状態とデー
タトラフィックが処理されるため、メッセージングによる遅延なくSUURRが作成されま
す。一方、CUPSモードでは、CPは追加のノードとなります。このノードは、セッション
状態に関する情報を保持し、ユーザープレーン（UP）からのURR要求を処理します。Gy
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セッションを SU URRに関連付けることができるのは、CPだけです。UPと CP間のこの
メッセージングにより遅延が発生し、データパケットは [Pending-Traffic-Treatment]設定に
従って処理され、通信が完了します。

•非 CUPSアーキテクチャでは、SU状態タイマーは、Time-Quotaタイマーとは異なる方法
で処理されます。SUクォータを使い切ると、OCSへの再試行が発生し、新たに
[next-interim-time-quota]が開始されます。一方、CUPSモードでは、SU時間クォータを使
用する場合、クォータの枯渇が CPに報告され、セッションが再びサーバー到達不能状態
になると、前回の使用状況レポートからの経過時間が使用状況に計上されます。

• CUPSで servers-unreachable after-timer-expiry timeout_period CLIコマンドを使用すること
は推奨されません。代わりに、servers-unreachable after-interim-time timeout_period
server-retries retry_countを使用して同様の動作を実現しますが、再試行回数は 1回です
（retry_countを「1」に設定）。

制限に達した後処理

制限到達後の後処理は、CUPSと非CUPSの両方のアーキテクチャでサポートされている3GPP
非準拠の独自の動作です。この機能により、課金バケットのクォータを使い切った場合に、実

装済みのリダイレクトまたは制限操作が可能になります。ただし、OCSサーバーは[FUI-Redirect]
または [FUI-Restrict]を付与できません。この機能を使用する場合、オペレータは、使用可能な
すべてのルール一致基準を組み合わせて（たとえば、IMSIベースの一致基準を有効にするな
ど）、サブスクライバ/トラフィックごとに異なる処理を選択的に適用できます。この機能を
有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

post-processing policy always
end

また、rule-application post-processing CLIコマンドは、[ACS Ruledef Configuration]モードで
limit-reachedに設定する必要があります。

PTT no-quota Limited Pass

この機能により、サブスクライバは OCSからの応答を待機している間にネットワークを使用
できます。Limited-Pass設定では、サブスクライバがOCSからのクォータ応答を待機している
間に消費できるボリュームを指定できます。使用量はそれぞれの課金バケットでカウントさ

れ、次のクォータ割り当てに対して調整されます。

この機能を有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

credit-control
pending-traffic-treatment noquota limited-pass volume volume

end
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Limited Pass Volumeは、noquotaのケース（クォータを初めて要求する評価グループ（RG））
にのみ使用され、quota-exhaustedには使用されません。Limited Pass Volumeは、後続のクレ
ジット要求には使用されません。

Limited Pass Volumeが使い果たされるまで、トラフィックの通過が許可されます。使用量はそ
れぞれの課金バケットでカウントされ、付与された「クォータ」に対して調整されます。

「クォータ」割り当てが実際の使用量よりも少ない場合、使用状況レポートを使用した OCS
への即時レポートが発生し、より多くのクォータ割り当てが要求されます。後続の着信パケッ

トは、「quota-exhausted」PTT設定に従って処理されます。

OCSがクォータの拒否で応答する前に Limited Pass Volumeが使い果たされていない場合、ト
ラフィックはOCS応答後にブロックされます。ゲートウェイは、OCSが応答するまで、CCR-U
（FINAL）（CUPS以外の場合）または CCR-T（CUPSの場合）の Limited Pass Volumeの使用
状況を報告します。

OCSが応答する前に Limited Pass Volumeが使い果たされた場合、OCSからクォータが付与さ
れるまで、セッションの後続の着信パケットはドロップされます。

noquotaのデフォルトの pending-traffic-treatmentはDropです。default pending-traffic-treatment
noquotaコマンドは、設定されたすべての Limited Pass Volumeサイズを削除します。

PTTクォータ枯渇制限パス

CUPSアーキテクチャの Pending-Traffic-Treatment（PTT）Quota-Exhausted Limited-Passは、バッ
ファリングオプションの代わりに使用できます。高速ネットワークでは、バッファリングオプ

ションには現実的な制限があります。バッファリングでは、ゲートウェイで多数のパケットを

バッファリングする必要があるため、メモリが不足し、帯域幅の速度に影響を及ぼすリスクが

発生します。PTT Quota-Exhausted Limited Passでは、クォータ枯渇シナリオで設定された制限
に達するまで、トラフィックを通過させます。

PTTは、Limited-Passボリュームを使いきるまでトラフィックを許可します。PTTは、付与さ
れた「クォータ」を基準に、それぞれの課金バケットの使用状況を計算し、調整します。

「クォータ」割り当てが実際の使用量よりも少ない場合は、使用状況レポートを通じてすぐに

OCSに報告し、追加のクォータ割り当てを要求します。

OCSによるクォータの拒否応答までにLimited-Passボリュームが枯渇しなければ、OCS応答後
にトラフィックがブロックされます。ゲートウェイは、CCR-U（FINAL）で使用状況をレポー
トします。

OCSからの応答前にLimited-Passボリュームが枯渇した場合、OCSからクォータが付与される
まで、セッションの以降の着信パケットがドロップされます。

クォータが枯渇した場合の pending-traffic-treatmentのデフォルト動作は [Drop]です。デフォル
トの pending-traffic-treatment quota-exhausted CLIコマンドにより、設定済みの Limited-Passボ
リュームのサイズは削除されます。

この機能を有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。

configure
active-charging service service_name

credit-control
pending-traffic-treatment quota-exhausted limited-pass volume
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volume
end

上記の CLIコマンドは、CUPSアーキテクチャにのみ適用されます。（注）

注：

• limited-pass：OCSに到達できない場合に、サブスクライバへの制限付きアクセスを有効
にします。

• volume volume：OCSに到達できない場合に、サブスクライバへの制限付きボリュームア
クセスを有効にします。volumeは、デフォルトのクォータサイズ（バイト単位）を指定し
ます。クォータサイズは 1～ 4294967295までの整数で指定する必要があります。

クォータ有効時間の処理

MSCCバケットのクォータ有効時間が受信されると、同じ情報がユーザープレーンに送信され
ます。直接使用できる特定の IEがないため、QVT値がTime-Quota IEに入力され、URRがユー
ザープレーンに送信されます。QVTまたはタイムクォータの小さい方の値が、Time-Quota IE
で設定されます。また、Time-Quotaでユーザープレーンからの使用状況レポートがトリガーさ
れると、解釈が行われて、Validity-Timeoutの CCR-Updateが生成されます。

サポートされる機能と制限事項

ボリュームクォータメカニズムを使用した基本的なコールフローは、Gyインターフェイスで
の P-GWセッションレポートに関する次の制限付きでサポートされます。

• CCR/CCA-I、CCR/CCA-Uおよび CCR/CCA-T、RAR/RAAメッセージのみがサポートされ
ます。

•セッションセットアップ時およびセッション中のどちらでも、[Dynamic Rules with Online
Enabled]がサポートされます。

•セッションセットアップ時およびセッション中のどちらでも、[Predefined Rules]（ダイナ
ミックのみ）がサポートされます。「プリエンプティブな要求」の設定に制限はありませ

ん。

•オンライン課金を使用する静的ルールがサポートされます。

• Ignore-service-idがサポートされます。

•ボリュームクォータ/ボリュームしきい値メカニズムがサポートされます。

•イベントトリガー（クエリURRが発生するもの）、およびOCSへの使用状況情報の送信
がサポートされます。

RAT変更機能は、このリリースでは検証されていません。重要
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• OCSが新しいクォータを付与する Sxセッション変更手順を通じた「updateURR」手順が
サポートされます。

•ベアラーレベルの Gyとサブスクライバレベルの Gyがサポートされます。

• Pending-Traffic-Treatment（PTT）の [Drop] / [Pass]は、次の制限付きでサポートされます。

•現在サポートされているシナリオは、クォータなしとクォータ枯渇です。

•トリガー/再承認シナリオはサポートされていません。

• PTTアクション（[Forward] / [Drop]）は、クォータ取得で取得できるクォータが枯渇
した後に考慮されます。

•次のような障害シナリオが認定されています。

•障害処理の終了、続行と再試行、および終了：CCグループ/FHTを使用

•エラー結果コードの処理（MSCCレベルとコマンドレベルの両方）がサポートされま
す。

•実測時間クォータメカニズムがサポートされます。

•その他の時間クォータメカニズム（離散期間および連続期間）はサポートされません。

• Final-Unit-Indication Terminateメカニズムがサポートされます。

• [FUI-Restrict]はサポートされません。

•セッション中のルールのインストール/削除/変更はサポートされます。

• RARメカニズムがサポートされます。

• Server-Unreachable（SU）メカニズムがサポートされたことにより、非CUPSP-GWと比較
して動作が若干変更されました。

• URRがUPでクォータを必要とする場合、使用状況レポートがCPに生成され、CPが
リンクされた SU_URRで応答するまで、この URRに一致するパケットは
[Pending-Traffic-Treatment]設定で処理されます。

• SU時間クォータを使用する場合、クォータの枯渇がCPに報告され、セッションが再
びサーバー到達不能状態になると、前回の使用状況レポートからの経過時間が使用状

況に計上されます。

• Pending-Traffic-Treatmentバッファメカニズムはサポートされません。

• [send-ccri on traffic-start]がサポートされます。

• [Quota-Hold-Time]がサポートされます。

• Quota-Consumption-Timeメカニズムはサポートされません。

• [Quota-Validity-Time]がサポートされます。
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• Gyでイベントが発生した場合の、GyからのGzレコードのトリガーがサポートされます。
Gy-Gz同期はサポートされません。

• Gyでイベントが発生した場合の、Gyからの Rfレコードのトリガーはサポートされませ
ん。

• [rated-group]値では、「content-id」以外の値の設定がサポートされます。

• RG「0」はサポートされません。

• Out-of-Credit、Reallocation-of-CreditイベントのPCRFへのトリガーは認定されていません。

PCRFに対するイベントトリガーの [Out-of-Credit]は、1回限りの
付与クォータ（合計ボリュームと付与ボリュームが同じ値）とい

う制限付きで検証されます。

重要

• CCR-Iに関する OCSからの遅延応答がサポートされます。

• [Service-Specific-Units]はサポートされません。

• [Tariff-Time]の変更は、3GPP仕様に従ってサポートされます。

• [Quota-Retry Timer]がサポートされます。

• diameter mscc-final-unit-action terminate sessionCLIコマンドは、[Credit Control Configuration]
モードでサポートされます。

• [FUI-Redirect]は、次の制限付きでサポートされます。

• HTTPのリダイレクトはサポートされません。

•フィルタ ID/フィルタルールを使用した FUIリダイレクトはサポートされません。

• WSPプロトコルはサポートされません。

• 3GPP仕様に従って、リダイレクトされたトラフィックは、[FUI-Redirect]のルールに
ヒットした場合にもリダイレクトされます。リダイレクトされたトラフィックの通過

を許可するプロビジョニングはありません。

• 3GPP仕様に従って、CUPSアーキテクチャは no diameter fui-redirected-flow allow
CLIコマンドの動作に準拠しています。

• redirect-require-user-agent CLIコマンドはサポートされません。ユーザーエージェン
トが存在しない場合でも、リダイレクトは引き続き機能します。

•元の URLの追加はサポートされません。

• diameter redirect-validity-timer immediateCLIコマンドがサポートされます。ただし、
diameter redirect-validity-timer traffic-start CLIコマンドはサポートされません。
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•リダイレクトを脱するトークンベースのメカニズムはサポートされません。CUPSで
リダイレクトを終了するには、OCSが Redirect Validity-Timeまたは RARを送信しま
す。

• FUIリダイレクトは、非CUPSアーキテクチャでの動作と同様に、URLに対してのみ
サポートされます。

• PCRF/OCSからの rulebaseの変更がサポートされます。

Gzインターフェイスを使用した P-GWセッションレポート

この項では、Gzインターフェイスを使用したP-GWセッションレポートについて説明します。

セッション確立要求での URRサポート

•ユーザープレーンモジュールは、セッション確立要求の一部として受信した URRのリス
トの保存をサポートします。

•各 PDRは、1つ以上の URRに関連付けられます。

•特定の URRが別の URRにリンクされます。

•各URRには、測定方法（時間またはボリューム）と、ユーザープレーンが使用状況レポー
トを送信する必要があるイベントを示すレポートトリガーが含まれています。
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セッション削除応答

ユーザープレーンから送信されるこのメッセージは、コントロールプレーンからのセッション

削除要求への応答です。このメッセージにより、ユーザープレーンで Sxセッションが終了し
ます。使用状況レポートは、Sxセッション削除応答の一部として含まれています。

セッションレポート要求および応答メッセージ
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要求メッセージ

•時間またはボリュームのしきい値制限に達すると、ユーザープレーンは Sxセッションレ
ポート要求メッセージを生成して、コントロールプレーンに送信します。

•このメッセージには、使用状況レポートトリガーで指定された、メッセージの生成理由を
示す使用状況レポートが含まれます。

•さらに、使用状況レポートには、時間またはボリュームの測定値が含まれます。

•セッションレポート要求が生成されているURRに他のURRがリンクされている場合、リ
ンクされている URRに対してもセッションレポート要求が生成されます。

応答メッセージ

コントロールプレーンからの応答メッセージは、原因コードを含むセッションレポート要求

メッセージが正常に配信されたことを示します。現在、障害の原因を受信した場合に実行され

る特定の障害処理はありません。

ビットレートマッピングのサポート

P-GWは、PCRFから受信したビットレート値を bpsから kbpsに変換します。この変換によ
り、小数値が最も近い整数（floor）値に切り捨てられ、情報が失われる可能性があります。
3GPPでは、bpsから kbpsに変換すると小数値になる場合は、最も近い整数値（ceil）値に切り
上げてアクセス側に送信することが推奨されています。

bpsから kbpsへの切り捨て（floor）値が PFCPインターフェイスで送信されるように設計が変
更されました。

（注）

標準準拠

ビットレートマッピング機能は、3GPP TS 29.274リリース 12に準拠しています。

ビットレートマッピング機能の設定

P-GWの APN-AMBR、GBR、およびMBRで、bpsから kbpsビットレートの切り上げ（ceil）
値を設定するには、次の手順を実行します。

configure
context context_name

pgw-service service_name

[ no ] egtp bitrates-rounded-down-kbps
end

P-GWのAPN-AMBR、GBR、およびMBRで、bpsから kbpsビットレートの切り捨て（floor）
値を設定するには、次の手順を実行します。
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configure
context context_name

pgw-service service_name

egtp bitrates-rounded-down-kbps
end

CUPSの新しい動作

デフォルトでは、APN-AMBR、MBR、およびGBRのビットレートの切り上げ値（kbps単位）
が Sxおよび GTPインターフェイスで送信されます。切り捨て動作を有効にするには、CLIを
設定する必要があります。

標準準拠

CUPSのユーザープレーンは、次の標準規格に準拠しています。

• 3GPP仕様 23.214リリース 14.0：Universal Mobile Telecommunications System (UMTS); LTE;
Architecture enhancements for control and user plane separation of EPC nodes

• 3GPP仕様 29.244リリース 14.0：LTE; Interface between the Control Plane and the User Plane
of EPC Nodes

• 3GPP仕様 23.401リリース 14.0：3rd Generation Partnership Project; Technical Specification
Group Services and SystemAspects; General Packet Radio Service (GPRS) enhancements for Evolved
Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UTRAN) access
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


